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私
鉄
大
手
の
西
武
鉄
道
株
式
会
社（
本
社
・

埼
玉
県
所
沢
市
、
従
業
員
三
九
二
六
人
）
は

東
日
本
大
震
災
を
機
に
労
働
時
間
の
見
直
し

を
進
め
た
。
震
災
後
の
二
○
一
一
年
夏
は
節

電
対
策
を
視
野
に
、
本
社
部
門
に
お
い
て
始

業
時
間
を
一
時
間
早
め
る
サ
マ
ー
タ
イ
ム
制

を
実
施
。
そ
の
結
果
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

バ
ラ
ン
ス
の
拡
充
と
と
も
に
、
業
務
の
効
率

化
が
図
ら
れ
、
時
間
外
労
働
が
震
災
前
よ
り

減
少
し
た
。
こ
う
し
た
結
果
を
踏
ま
え
、
対

象
従
業
員
の
意
見
集
約
を
し
た
上
で
、
翌
二

○
一
二
年
か
ら
、
通
年
の
労
働
時
間
の
見
直

し
に
踏
み
切
っ
た
。
制
度
の
実
態
を
知
る
た

め
、
本
社
人
事
部
に
足
を
運
び
、
担
当
者
か

ら
話
を
聞
い
た
。

節
電
で
被
災
地
に
協
力
を

　
「
節
電
を
通
じ
て
被
災
地
に
協
力
し
た
い

と
い
う
従
業
員
の
声
が
、
サ
マ
ー
タ
イ
ム
制

の
導
入
に
つ
な
が
っ
た
」。
そ
う
振
り
返
る

の
は
、
同
社
人
事
部
の
山
崎
浩
市
さ
ん
だ
。

　

二
○
一
一
年
三
月
一
一
日
の
東
日
本
大
震

災
の
発
生
時
、
本
社
ビ
ル
に
加
え
、
西
武
池

袋
線
や
西
武
新
宿
線
な
ど
主
要
路
線
の
各
駅

は
激
し
い
揺
れ
に
見
舞
わ
れ
、
全
線
で
運
行

を
停
止
し
た
。
幸
い
乗
客
や
乗
務
員
に
怪
我

は
な
く
、
社
員
総
出
で
対
応
に
あ
た
り
、
当

日
夜
に
は
運
転
再
開
に
こ
ぎ
つ
け
た
。

　

そ
の
後
、
グ
ル
ー
プ
全
体
で
被
災
地
へ
の

義
捐
金
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
が
進
め

ら
れ
る
一
方
、
計
画
停
電
の
実
施
や
大
口
需

要
家
に
対
す
る
政
府
の
節
電
要
請
も
あ
り
、

節
電
を
通
じ
て
被
災
地
の
役
に
立
ち
た
い
と

い
う
機
運
が
従
業
員
の
中
に
広
が
り
は
じ
め

た
。
こ
う
し
た
経
緯
を
踏
ま
え
、
二
○
一
一

年
夏
に
サ
マ
ー
タ
イ
ム
制
を
ス
タ
ー
ト
し
た
。

期
間
中
は
朝
八
時
出
社
に

　

同
社
の
従
来
の
就
業
時
間
は
本
社
部
門
で
、

朝
九
時
か
ら
夕
方
一
七
時
四
五
分
ま
で
で
あ

っ
た
。
実
施
し
た
サ
マ
ー
タ
イ
ム
制
は
、
通

常
の
始
業
時
刻
を
一
時
間
繰
り
上
げ
る
も
の
。

実
施
期
間
は
六
月
一
日
か
ら
九
月
三
○
日
ま

で
。
サ
マ
ー
タ
イ
ム
期
間
中
は
、
朝
八
時
か

ら
仕
事
を
は
じ
め
、
一
六
時
四
五
分
に
終
業

時
刻
と
な
る
。

　

た
だ
し
、
子
供
を
保
育
園
に
預
け
る
従
業

員
や
、
遠
距
離
通
勤
者
も
い
る
こ
と
を
考
慮

し
、
八
時
出
勤
が
難
し
い
社
員
は
、
必
要
な

届
出
を
す
れ
ば
、
従
来
の
九
時
出
勤
も
認
め

る
な
ど
、
柔
軟
な
運
用
を
心
が
け
た
。

導
入
前
は
長
時
間
労
働
へ
の
懸
念
が

　

導
入
前
は
、「
始
業
時
刻
が
早
ま
る
だ
け
で
、

仕
事
を
終
え
る
の
は
従
来
の
退
社
時
刻
と
変

わ
ら
ず
、
長
時
間
労
働
に
つ
な
が
る
の
で
は

な
い
か
」
と
の
懸
念
も
あ
っ
た
。

　

そ
こ
で
、
節
電
へ
の
貢
献
に
加
え
、
従
業

員
の
健
康
管
理
の
面
か
ら
も
、
サ
マ
ー
タ
イ

ム
制
導
入
時
、
残
業
時
間
に
一
定
の
歯
止
め

を
か
け
た
。
一
日
の
残
業
は
二
時
間
を
上
限

と
し
て
、
併
せ
て
、
直
属
の
上
長
と
人
事
部

の
許
可
を
得
る
こ
と
を
義
務
付
け
た
。

　

と
は
い
え
、
部
署
に
よ
っ
て
は
取
引
先
と

の
連
絡
や
翌
日
の
準
備
で
夜
遅
く
な
り
、
定

時
の
一
六
時
四
五
分
に
は
帰
宅
で
き
な
い
人

も
い
る
。
こ
の
た
め
、
人
事
部
と
し
て
も
杓

子
定
規
な
運
用
は
避
け
、
柔
軟
な
運
用
に
徹

し
た
。

時
間
外
労
働
が
大
幅
に
減
少

　

政
府
の
節
電
要
請
期
間
が
過
ぎ
、
同
社
の

サ
マ
ー
タ
イ
ム
制
も
二
○
一
一
年
九
月
末
で

無
事
終
了
し
た
。
蓋
を
開
け
て
み
る
と
、
業

務
の
効
率
化
に
つ
な
が
り
、
時
間
外
労
働
が

大
幅
に
減
少
し
た
。
想
定
外
の
結
果
を
踏
ま

え
、
翌
年
以
降
の
労
働
時
間
の
見
直
し
に
向

け
て
議
論
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　

さ
ら
に
、
サ
マ
ー
タ
イ
ム
制
と
ワ
ン
セ
ッ

ト
で
導
入
さ
れ
た
残
業
許
可
制
も
、
所
定
外

労
働
時
間
の
削
減
に
効
果
を
も
た
ら
し
た
た

め
、
終
了
後
の
取
り
扱
い
が
社
内
で
議
論
さ

れ
た
。
一
○
月
以
降
も
、
同
様
の
効
果
を
期

待
し
て
、
許
可
制
を
継
続
す
る
と
の
意
見
も

あ
っ
た
が
、
年
末
や
年
度
末
の
繁
忙
期
が
近

づ
き
、
職
場
は
多
忙
を
極
め
る
こ
と
か
ら
、

一
○
月
以
降
は
「
許
可
制
」
か
ら
人
事
部
へ

の
「
届
出
制
」
に
緩
和
し
、
通
年
で
実
施
す

る
こ
と
に
し
た
。

家
族
と
の
ふ
れ
あ
い
の
時
間
が
増
加

　

サ
マ
ー
タ
イ
ム
制
の
実
施
後
、
管
理
職
も

含
め
た
対
象
職
場
の
従
業
員
を
対
象
に
、
意

見
集
約
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
は
、
早
く

帰
宅
で
き
る
こ
と
で
、
家
族
と
の
ふ
れ
あ
い

の
時
間
が
確
保
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と

を
指
摘
す
る
声
が
寄
せ
ら
れ
た
。「
定
時
に

退
社
す
れ
ば
、
家
族
で
夕
食
を
囲
む
こ
と
が

で
き
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
家
族
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
深
ま
っ
た
」
と
の
声
が
多
く

寄
せ
ら
れ
た
。

退
社
後
の
時
間
の
有
効
活
用
も

　

続
け
て
、
退
社
後
の
時
間
の
有
効
活
用
を

指
摘
す
る
。
一
六
時
四
五
分
に
定
時
退
社
す

れ
ば
、
都
心
の
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
に
滑
り

込
め
る
の
で
、
簿
記
や
語
学
な
ど
自
己
啓
発

に
つ
な
が
る
講
座
に
足
を
運
ぶ
従
業
員
の
姿

が
目
立
っ
た
。
さ
ら
に
通
院
が
必
要
な
従
業

員
か
ら
は
、
会
社
を
休
ま
な
く
て
も
退
社
後

に
診
察
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
声

も
寄
せ
ら
れ
た
。

取
引
先
と
の
連
絡
が
課
題
に

　

他
方
、
デ
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
は
、
取
引
先

の
ほ
と
ん
ど
が
サ
マ
ー
タ
イ
ム
制
を
導
入
し

て
い
な
い
た
め
、
終
業
間
際
に
問
い
合
わ
せ

が
殺
到
し
、
対
応
に
苦
慮
し
た
こ
と
を
あ
げ

た
。
終
業
間
際
の
問
い
合
わ
せ
に
対
応
す
る

た
め
、
結
果
的
に
残
業
時
間
が
増
え
て
し
ま

っ
た
部
署
も
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
長
年
の
生

活
サ
イ
ク
ル
と
異
な
る
時
間
に
起
き
て
仕
事

を
す
る
こ
と
か
ら
、
睡
眠
不
足
を
訴
え
る
声

も
上
が
っ
た
。
居
住
地
に
よ
っ
て
は
、
早
朝

に
家
を
出
る
た
め
、
乗
り
継
ぎ
が
悪
く
、
八

震災を機に
　サマータイム制を導入

―通年でも始業時間を前倒し―

西武鉄道株式会社

＜事 例 紹 介＞
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時
の
始
業
に
間
に
合
わ
せ
る
た
め
、
必
要
以

上
に
早
く
会
社
に
到
着
し
て
し
ま
う
従
業
員

も
い
た
。

　

総
じ
て
み
る
と
、
賛
否
両
論
あ
る
も
の
の
、

終
業
後
の
時
間
の
有
効
活
用
に
は
メ
リ
ッ
ト

が
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
た
め
、ワ
ー
ク
・

ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
観
点
か
ら
、
通
年
で

の
労
働
時
間
の
見
直
し
の
検
討
を
始
め
た
。

夏
期
以
外
も
三
〇
分
前
倒
し

　

通
年
の
労
働
時
間
の
見
直
し
に
つ
い
て
は
、

「
夏
期
以
外
は
今
ま
で
の
始
業
終
業
時
刻
で
」

と
い
う
声
も
あ
っ
た
が
、
終
業
後
の
空
い
た

時
間
を
活
用
す
る
メ
リ
ッ
ト
を
得
る
た
め
、

通
年
の
見
直
し
に
踏
み
切
っ
た
。

　

二
○
一
二
年
一
月
よ
り
始
業
時
間
を
三
○

分
前
倒
し
し
て
、
八
時
半
ス
タ
ー
ト
に
切
り

替
え
た
。
ま
た
サ
マ
ー
タ
イ
ム
期
間
中
の
六

月
一
日
か
ら
九
月
三
○
日
ま
で
は
、
さ
ら
に

三
○
分
早
め
て
八
時
ス
タ
ー
ト
と
な
り
、
サ

マ
ー
タ
イ
ム
制
終
了
後
の
一
○
月
一
日
か
ら

翌
年
の
五
月
三
一
日
ま
で
は
八
時
半
出
社
と

な
る
。

　

通
年
の
労
働
時
間
の
見
直
し
に
つ
い
て
山

崎
さ
ん
は
、「
退
社
後
の
空
い
た
時
間
の
有
効

活
用
は
従
業
員
に
メ
リ
ッ
ト
が
大
き
く
、
ワ

ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
向
上
も
図
ら

れ
た
。
こ
う
し
た
プ
ラ
ス
の
効
果
を
通
年
で

確
保
す
る
た
め
、
三
○
分
前
倒
し
の
見
直
し

を
行
っ
た
」
と
説
明
す
る
。

時
間
外
労
働
削
減
の
効
果
が

　

サ
マ
ー
タ
イ
ム
制
の
効
果
に
つ
い
て
は
、

所
定
外
労
働
時
間
の
実
績
で
み
る
と
、
二
○

一
一
年
は
対
前
年
比
で
二
割
以
上
の
削
減
効

果
が
確
認
で
き
た
。
と
は
い
え
、
こ
の
数
字

は
、
単
純
に
サ
マ
ー
タ
イ
ム
制
の
導
入
だ
け

で
説
明
が
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。
震
災
時

の
二
○
一
一
年
は
計
画
停
電
も
あ
り
、
節
電

マ
イ
ン
ド
が
非
常
に
高
ま
っ
て
い
た
こ
と
も

背
景
に
あ
る
。
さ
ら
に
、
震
災
直
後
と
い
う

こ
と
も
あ
り
、
沿
線
の
レ
ジ
ャ
ー
施
設
で
例

年
実
施
し
て
い
た
各
種
イ
ベ
ン
ト
の
自
粛
や

延
期
も
あ
り
、
業
務
量
が
減
少
し
て
い
た
こ

と
も
要
因
に
あ
る
。

　

翌
二
○
一
二
年
は
、
業
務
量
は
例
年
並
み

に
戻
っ
た
も
の
の
、
定
時
に
帰
宅
す
る
流
れ

は
職
場
に
定
着
し
て
お
り
、
時
間
外
労
働
が

震
災
前
よ
り
低
水
準
で
推
移
し
て
い
る
一
因

と
な
っ
て
い
る
。

サ
マ
ー
タ
イ
ム
制
導
入
が
働
き
方

見
直
し
の
契
機
に

　

サ
マ
ー
タ
イ
ム
制
の
導
入
は
、
当
初
の
節

電
と
い
う
枠
を
超
え
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
副
次

的
効
果
を
も
た
ら
し
た
。

　

当
初
は
、
人
事
か
ら
「
定
時
退
社
」
の
大

号
令
が
掛
か
る
こ
と
も
あ
り
、
や
む
な
く
退

社
し
て
い
た
面
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
定
時

に
仕
事
を
切
り
上
げ
る
習
慣
が
つ
く
と
、
逆

に
そ
れ
ま
で
に
仕
事
を
終
わ
ら
せ
る
よ
う
に

な
り
、
職
場
全
体
の
生
産
性
が
向
上
し
た
。

上
司
が
定
時
に
帰
宅
す
る
の
で
、
部
下
も
そ

れ
ま
で
に
仕
事
を
終
わ
ら
せ
る
よ
う
に
な
り
、

上
司
も
部
下
も
定
時
退
社
を
め
ざ
し
、
所
定

内
の
仕
事
の
密
度
が
濃
く
な
っ
た
と
い
う
。

　

従
業
員
の
節
電
意
識
を
背
景
に
、
サ
マ
ー

タ
イ
ム
制
を
導
入
し
た
同
社
で
は
、ワ
ー
ク
・

ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
拡
充
が
図
ら
れ
る
と

と
も
に
、
職
場
の
生
産
性
が
向
上
し
、
所
定

外
労
働
時
間
の
削
減
と
い
う
思
わ
ぬ
副
産
物

を
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。
同
社
の
取

り
組
み
に
は
、
働
き
方
の
見
直
し
の
ヒ
ン
ト

が
凝
縮
さ
れ
て
い
る
。

（
調
査
・
解
析
部
　
遠
藤
彰
）


